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【 予　算 】
○議案第35号　一般会計補正予算（第2号）・・・3,775万円を追加し、59億3,464万円に
　・・・�子育て世帯臨時特別給付金、休業支援給付金、家賃支援給付金、事業継続支援給付金、

商工活性化事業補助金、小国ドーム高圧ケーブル取替工事
○議案第36号　国民健康保険特別会計補正予算・・・71万円を追加し、10億8,427万円に
　・・・�傷病手当金

【専決処分の承認】
○承認第1号　小国町税条例等の一部を改正する条例 （令和2年3月31日専決）
　・・・�地方税法等の一部を改正する法律公布により、個人町民税の扶養親族等申告書、固定

資産税の納税義務者・現所有者の申告、たばこ税の課税免除などの改正
○承認第2号　小国町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

 （令和2年3月31日専決）
　・・・�地方税法施行令の一部を改正する政令公布により、課税限度額及び軽減判定所得の引上げ
○承認第3号　一般会計補正予算（第1号） （令和2年5月1日専決）
　・・・�特別定額給付金費�　　　　　　　　　　7億189万円を追加し、58億9,689万円に

【 条　例 】
○議案第31号　小国町長の給与の特例に関する条例
　・・・�令和2年6月1日から11月30日まで町長の給料月額を、町長等の給与及び旅費に関

する条例に規定する額から、その額に100分の50を乗じて得た額を減じた額とする
○議案第32号　小国町つながる未来基金条例
　・・・�大規模災害時の復旧事業及び感染症等の予防又は復興対策事業に要する経費に充て

る基金を設置
○議案第33号　小国町税条例の一部を改正する条例
　・・・�新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例・寄付金税額控除の特例など
○議案第34号　小国町国民健康保険条例の一部を改正する条例
　・・・�被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合あるいは感染が疑われた場合に、

その療養のため労務に服することができなかった期間について、傷病手当金を支給する

　令和2年7月豪雨災害は小国町全域に甚大な被害をもたらしました。被災されたすべての住
民の皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　議員一同、迅速な災害復旧へ向け国や県へ支援を要請すると共に、町の各機関と連携を取
り、住民の皆さまが一日も早く元の生活に戻れるよう取り組んでまいります。

小国町議会　

町民の皆さまへ

　5月8日（金）、今年2回目の臨時会を開き、専決処分事項の承認及び条例・補正予算を審議
した。

令和2年第2回臨時会　令和2年5月8日
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【 予　算 】
○議案第43号　一般会計補正予算 第４号　・・・7,895万円追加し61億304万円に
　・・・�町道新設改良工事（鍋ヶ滝線、下滴水線）実施設計委託料4,200万円▼道路改良工事（万

城寺線、対岸線、下滴水線）工事費2,100万円▼町営住宅浄化槽改修工事550万円など

【専決処分の承認】
○承認第4号　専決処分事項の承認（一般会計補正予算 第3号）

　・・・8,944万円追加し60億2,408万円に
　・・・�新型コロナウイルス対策事業7,218万円（18歳未満の子ども一人に1万円の給付金、プレ

ミアム付き飲食券発行費用、観光ＣＭ製作費用、小中学生のタブレット端末購入費用など）

【 条　例 】
○議案第37号　小国町税条例の一部を改正する条例
　・・・�地方税法改正に伴う条例改正。町民税の非課税措置、所得控除の寡婦控除に未婚のひ

とり親を追加するなどの措置
○議案第38号　小国町介護保険条例の一部を改正する条例
　・・・�消費税10％増税が完全施行される事に伴う、低所得者などの保険料軽減
　　　　　　年間保険料　第１段階　　3万600円→2万4,480円
　　　　　　　　　　　　第２段階　5万1,000円→　4万800円
　　　　　　　　　　　　第３段階　5万9,160円→5万7,120円
○議案第39号　小国町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
　・・・�給与所得のある被保険者が新型コロナウイルスに感染した場合、あるいは感染が疑わ

れた場合に、その療養のために労務に服す事が出来なかった期間について、傷病手当
を支給するための手続きを定める

○議案第40号　小国町営住宅条例の一部を改正する条例
　・・・�町営住宅10カ所の名称と所在地を条例に規定
○議案第41号　小国町営単独住宅条例の一部を改正する条例
　・・・�町営単独住宅（西帯田住宅）の名称と所在地を条例に規定
○議案第42号　小国町道路占有料徴収条例の一部を改正する条例
　・・・�町道敷地で太陽光発電、風力発電を行う場合の敷地使用料を設定。年間１平方メートル

当たり1,100円

令和2年第2回定例会　令和2年6月15日～6月17日
　第２回定例会が6月15日から３日間開催され、新型コロナウイルス対応のための補正予算
などについて審議した。

　新型コロナウイルス対策について、町は4月6日に対策本部を設置しました。議会ではその直後より議会・
町長執行部との意見交換会（最終ページ詳報）や議員間での情報・意見交換会等を実施しました。これらを
ふまえて、令和2年5月19日（火）に議会として提案をまとめた「新型コロナウイルス対策にかかる提案等」
を松﨑俊一議長名で渡邉誠次町長へ提出しました。
　※提案等の代表的なものとして
　　�プレミアム商品券の発行、観光関係提案、国民健康保険税減免、各店舗に対する定期的調査と支援、町分
の各種経済対策給付金の給付要件の変更や拡充、各種申請（国・県・町）の窓口支援や委託費用等助成

　また、提出日以降においても提案・要望等が生じた場合は随時、町執行部へ伝えています。

新型コロナウイルス対策にかかる提案等を町長へ提出
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【 人　事 】
○同意第1号～8号　農業委員の任命
　・・・任期満了による農業委員の改選
（敬称略）
飯沼　由彦（宮原）認定農業者
昭和43年5月28日生まれ
（52歳）
宮原農事振興会推薦
水稲、アスパラ

穴井　英雄（北里）
昭和32年10月11日生まれ
（62歳）
水稲、ホウレンソウ、
ミニパプリカ

梅木　美代（黒渕）
昭和27年2月26日生まれ
（68歳）
大字黒渕協議会推薦
中立委員（非農家）

宮﨑　博美（下城）認定農業者
昭和24年2月10日生まれ
（71歳）
ホウレンソウ、水稲

穴井　千年（西里）認定農業者
昭和28年12月26日生まれ
（66歳）
肉牛繁殖、水稲

石松　雄平（黒渕）認定農業者
昭和30年9月25日生まれ
（64歳）
大字黒渕協議会推薦
水稲、ホウレンソウ

松岡　克明（上田）認定農業者
昭和27年10月31日生まれ
（67歳）
大字上田協議会推薦
水稲

佐藤　仲子（西里）認定農業者
昭和33年６月１８日生まれ
（６１歳）
大字西里協議会推薦
ダイコン

【予算の繰越】
○報告第２号　令和元年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
　・・・�８事業（3億1,408万円）について、令和元年度予算から令和２年度に繰り越す事が報

告された。事業ごとの繰越額は次の通り。（千円以下は四捨五入）
　　　�▼地籍調査事業6,800万円▼観光施設整備事業300万円▼町道維持事業5,491万円
　　　▼道路改良事業1億4,840万円▼小学校情報通信ネットワーク環境整備事業1,470万円
　　　�▼中学校情報通信ネットワーク環境整備事業900万円▼特別支援教育環境整備事業

180万円▼災害復旧事業1,427万円

【専決処分の報告】
○報告第１号　専決処分の報告（公共工事請負契約金額の変更） 
　・・・�柏田団地　外壁・屋根改修工事　受注者：橋本建設（小国町宮原）
　　　　　　　　１億890万円→１億1,067万円
　　�（理由）　�設計時の調査を１階部分のみしか行わずに概算で見積もりを行っていたが、

2階部分以上の調査も実際に行ったところ予想を上回る工事費となった。
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（事件名欄の名称は一部短縮して記載しているものがあります）

議案番号 事件名
採決
結果

時
松　

昭
弘

江
藤 

理
一
郎

穴
見 

ま
ち
子

久
野　

達
也

児
玉　

智
博

大
塚　

英
博

西
田　

直
美

松
本　

明
雄

熊
谷　

博
行

第
２
回
臨
時
会

（
５
月
８
日
）

承認第1号 専決第1号　小国町税条例等の一部改正 承認 全員賛成
承認第2号 専決第2号　小国町国民健康保険税条例の一部改正 承認 ○○○○×○○○○
承認第3号 専決第3号　令和2年度小国町一般会計補正予算（第1号）承認

全員賛成

議案第31号 小国町長の給与の特例に関する条例 可決
議案第32号 小国町つながる未来基金条例 可決
議案第33号 小国町税条例の一部改正 可決
議案第34号 小国町国民健康保険条例の一部改正 可決
議案第35号 令和2年度一般会計補正予算（第2号） 可決
議案第36号 令和2年度小国町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）可決

６
月
定
例
会

（
６
月
15
日
～
17
日
）

承認第4号 専決第4号　令和2年度小国町一般会計補正予算（第3号）承認 全員賛成
議案第37号 小国町税条例等の一部改正 可決

全員賛成
議案第38号 小国町介護保険条例の一部改正 可決
議案第39号 小国町後期高齢者医療に関する条例の一部改正 可決
議案第40号 小国町営住宅条例の一部改正 可決
議案第41号 小国町営単独住宅条例の一部改正 可決
議案第42号 小国町道路占用料徴収条例の一部改正 可決 ○○○○×○○○○
議案第43号 令和2年度一般会計補正予算（第4号） 可決 全員賛成
同意第1号　
〜同意第8号 小国町農業委員会の委員（8名）の任命 同意 全員賛成又は賛成多数

採決結果一覧表

た
な
財
源
確
保
に
取
り
組
む
。

問
小
国
の
林
野
率
は
高
い
が
、そ
の
維

持
管
理
が
集
落
で
困
難
に
な
っ
て
い

る
。町
で
の
管
理
を
望
む
声
も
あ
る
。

問
題
提
起
し
た
い
。

【
総
務
課
長
】町
直
営
林
は
４
０
０
町

以
上
あ
る
が
、伐
採
し
た
収
益
は
す
べ

て
地
元
に
行
き
、土
地
だ
け
が
残
っ
て

い
る
状
態
。地
籍
調
査
が
令
和
９
年

に
終
了
予
定
。権
利
は
地
元
に
あ
る

の
で
意
向
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
行

き
た
い
。

問
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
中
で
の
維
持

管
理
対
策
を
し
っ
か
り
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

【
総
務
課
長
】地
元
が
管
理
し
て
き
た

林
野
だ
が
、す
べ
て
が
町
に
帰
っ
て
も

管
理
出
来
な
い
の
で
、木
の
持
ち
主
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

【
時
松
】高
齢
木
が
多
い
。関
係
者
は
補

助
金
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
施
業
林

管
理
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
で
町
民
所
得
や
農
業
・

営
業
収
益
の
減
少
は
計
り
知
れ
な
い
。

国
の
一次
・
二
次
補
正
と
別
に
町
と
し

て
財
源
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
町
長
】町
単
独
で
の
支
援
は
非
常
に

厳
し
い
。ま
ず
は
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
た
い
。単
年
度
で
は
な
い
振
興
策
を

練
っ
て
い
く
。

問
今
年
度
予
算
で
執
行
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
。減
額
補
正
を
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】現
在
５
０
０
万
円
、最

高
１
５
０
０
万
円
執
行
中
止
に
出
来

る
金
額
か
と
考
え
る
。

問
執
行
で
き
な
い
予
算
は
補
正
し
、町

独
自
の
支
援
策
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】優
先
順
位
を
つ
け
、支
援
や

給
付
は
国
や
県
の
協
力
を
得
、町
は

振
興
策
を
練
り
た
い
。

問
不
用
額
は
繰
り
越
し
で
財
政
調

整
基
金
に
ま
わ
る
。小
国
は
現
在

5
億
8
千
万
円
。コ
ロ
ナ
第
2
波
な
ど

あ
っ
た
場
合
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
町
長
】一
般
財
源
は
出
来
る
だ
け
使

わ
な
い
方
向
。地
域
再
生
計
画
を
立

て
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
新

コロ
ナ
禍
に
お
け
る
予
算
修
正

に
つい
て

時
松
　
昭
弘

町政を問う【一般質問】
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町政を問う【一般質問】

問
小
国
公
立
病
院
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
で
果
た
し
て
い
る
役

割
を
町
は
ど
う
見
て
い
る
か
。

【
福
祉
課
長
】病
院
は
①
小
国
郷
内

で
の
感
染
症
の
早
期
発
見
と
拡
大
阻

止
、②
従
来
の
病
院
機
能
の
維
持
を

目
標
に
掲
げ
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

２
月
25
日
、県
内
で
最
初
に
発
熱
外

来
を
設
け
、原
則
午
後
か
ら
の
予
約

診
療
で
、初
め
は
自
動
車
の
中
で
、５

月
12
日
か
ら
は
プ
レハ
ブ
で
他
の
患
者

と
隔
離
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
る
。発

熱
外
来
設
置
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の

68
日
間
で
受
診
者
は
約
１
０
０
名
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
な
い
だ
の
が
18
件
。

全
て
陰
性
だ
っ
た
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
病

院
経
営
が
大
変
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

公
立
病
院
の
状
況
は
把
握
し
て
い
る

か
。

【
福
祉
課
長
】２
月
か
ら
５
月
ま
で

の
外
来
の
受
診
者
数
が
前
年
比
で
約

14
％
減
少
し
て
い
る
。

問
病
院
事
務
局
に
よ
る
と
収
益
率
も

前
年
比
で
10
％
程
度
マ
イ
ナ
ス
と
聞

く
。日
本
病
院
会
な
ど
は
、緊
急
的
な

助
成
が
な
け
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
適

切
な
対
応
は
不
可
能
と
な
り
、地
域
で

の
医
療
崩
壊
が
強
く
危
惧
さ
れ
る
と

し
て
政
府
に
支
援
を
求
め
て
い
る
。町

長
か
ら
も
要
望
頂
き
た
い
。

【
町
長
】状
況
を
国
に
訴
え
、臨
時
交

付
金
が
使
え
る
な
ら
公
立
病
院
に
入

れ
な
い
と
い
け
な
い
と
病
院
運
営
委
員

会
で
話
し
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
の
町
の
独
自
支
援
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
旅
館
な
ど
で
働
く

人
や
林
業
従
事
者
な
ど
へ
、第
３
弾
目

の
支
援
を
検
討
出
来
な
い
か
。

【
町
長
】林
業
関
係
は
今
後
、影
響
が

出
て
き
た
場
合
、国
の
予
算
も
見
て

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。旅
館
な
ど

で
働
く
人
へ
は
雇
用
調
整
助
成
金
で

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
５
月
末
時
点
で
の
熊
本
労
働
局
管

内
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
件
数

は
８
１
５
件
と
少
な
い
。申
請
が
難
し

い
の
だ
と
思
う
。代
理
申
請
の
補
助
を

検
討
出
来
な
い
か
。

【
町
長
】雇
用
調
整
助
成
金
を
申
請

し
た
い
が
出
来
な
い
と
い
う
事
業
所
が

ど
の
位
あ
る
か
把
握
し
た
い
。

命
・
く
ら
し
を
守
る

コ
ロ
ナ
対
策
を

児
玉
　
智
博

問
地
熱
発
電
開
発
の
請
願
は
議
会
で

趣
旨
採
択
と
な
っ
た
が
、協
議
会
の
現

況
は
。

【
政
策
課
長
】５
社
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
８
カ
所
。３
か
月
毎
に
11
項
目
で
ヒ

素
や
化
合
物
も
検
査
予
定
。

問
町
民
へ
の
説
明
会
は
い
つ
か
。広
報

で
進
捗
状
況
な
ど
掲
載
し
て
は
。現
地

見
学
も
。

【
政
策
課
長
】内
容
を
検
討
し
て
前
向

き
に
進
め
る
。

【
町
長
】事
業
者
も
見
て
も
ら
い
た
い

と
言
っ
て
い
る
。ま
ず
議
員
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
観
光
施
設
の
コ
ロ
ナ
対
策
、第
２
波

に
備
え
る
観
光
政
策
は
。

【
情
報
課
長
】各
施
設
を
閉
め
た
。第
２

波
は
国
の
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
キ
ャンペー
ン
等
を

考
え
な
が
ら
感
染
予
防
と
経
済
対
策

を
見
極
め
つつ
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
小
国
独
自
の
取
り
組
み
は
。

【
情
報
課
長
】飲
食
店
応
援
キ
ャンペー

ン
や
小
国
町
の
Ｃ
Ｍ
制
作
・
放
映
な

ど
。

【
西
田
】遅
れ
た
観
光
行
政
に
本
腰
を

入
れ
て
。

問
学
校
が
長
期
休
校
に
な
り
、子
ど
も

の
学
力
が
心
配
。今
こ
そ
町
の
無
料
塾

が
必
要
。

【
教
育
長
】町
営
塾
の
構
想
は
ま
だ
進

展
な
し
。

問
何
度
も
訴
え
て
い
る
が
教
育
長
の
口

か
ら
い
つ
や
る
と
の
言
葉
が一度
も
な
い
。

【
教
育
長
】こ
れ
ま
で
全
部
の
子
ど
も

が
参
加
で
き
る
も
の
を
作
り
上
げ
て

き
た
。若
干
考
え
が
違
う
。

【
西
田
】や
ら
な
い
こ
と
に
は
始
ま
ら
な

い
。一人
で
も
分
か
ら
な
い
子
が
い
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

問
学
校
給
食
を
育
ち
盛
り
の
子
ど
も

達
の
た
め
に
品
数
や
量
を
増
や
す
な

ど
工
夫
出
来
な
い
か
。

【
教
委
事
務
局
長
】栄
養
士
が
年
齢
に

応
じ
た
カ
ロ
リ
ー
計
算
等
し
て
い
る
。当

然
教
委
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
長
】こ
れ
ま
で
給
食
で
大
き
な

課
題
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。よ

く
や
っ
て
い
る
と
思
う
。

【
西
田
】頑
張
っ
て
い
る
の
は
理
解
し
て

い
る
が
、カ
ロ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、成
長

期
の
子
に
野
菜
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
や

す
な
ど
工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。

政
策
課・情
報
課・教
育
委
員
会

へ
質
問

西
田
　
直
美
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町政を問う【一般質問】

域
差
が
出
て
お
り
、小
国
は
産
山
や
南

阿
蘇
の
９
日
に
次
い
で
短
い
11
日
間
で

あ
る
。休
校
中
も
双
方
向
学
習
が
で
き

た
高
森
は
24
日
と
長
い
。小
国
が
11
日

と
な
っ
た
根
拠
は
。

【
教
育
長
】学
力
充
実
の
た
め
に
長
期

休
暇
を
短
縮
し
、学
校
行
事
の
精
選

も
考
え
期
間
を
決
め
た
。ゆ
と
り
を

持
っ
た
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
部
分

で
、詰
め
込
み
や
、一
気
に
広
範
囲
の
授

業
を
進
め
な
い
様
に
配
慮
し
た
。

問
休
校
中
に
保
護
者
へ
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
、パ
ソ
コ
ン
等
の
普
及
状
況
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
結

果
は
。

【
教
委
事
務
局
長
】小
中
学
校
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
済
み
の
家
庭
が

63
％
と
80
％
、Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
環
境

が
あ
る
家
庭
が
80
％
と
74
％
。た
だ
、

回
答
率
が
不
充
分
で
あ
り
正
確
で
は

な
い
。ま
た
、今
後
１
人
１
台
の
タ
ブ

レッ
ト
整
備
を
進
め
る
が
、双
方
向
遠

隔
授
業
を
全
家
庭
で
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ

等
も
準
備
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問
コ
ロ
ナ
後
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

【
町
長
】全
て
は
次
世
代
の
為
に
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、森
林
と
地
熱
の

資
源
を
使
い
地
域
循
環
共
生
圏
事
業

や
北
里
博
士
の
千
円
札
採
用
に
向
け

て
の
準
備
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
な
が
ら

町
の
固
有
性
を
高
め
て
い
く
施
策
を

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

問
小
国
町
の
地
域
循
環
共
生
圏
構
想

で
は
電
気
で
走
る
周
遊
バ
ス
グ
リ
ー

ン
モ
ビ
リ
ティ
が
町
民
を
病
院
や
ス
ー

パ
ー
へ
運
び
、週
末
は
観
光
客
を
乗
せ

て
町
中
を
巡
る
。ま
た
地
熱
で
野
菜
を

育
て
た
り
、温
泉
付
き
住
宅
を
整
備
す

る
と
し
て
い
る
が
今
後
は
こ
の
通
り
進

め
て
行
く
の
か
。

【
町
長
】財
源
を
地
熱
の
事
業
所
と
共

に
確
保
し
、自
然
と
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
こ
と
を
数
年
間
進
め
た
後
に
地
域

循
環
共
生
圏
に
手
を
伸
ば
し
てい
く
。

【
江
藤
】今
年
は
10
年
に
１
度
の
総
合

計
画
策
定
の
年
で
あ
り
町
民
挙
げ
て

の
策
定
を
お
願
い
し
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
県
内
小
中
学
校
の

夏
休
み
期
間
が
９
日
か
ら
31
日
と
地

ア
フ
タ
ーコロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り
と
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
つ
い
て

江
藤
　
理
一
郎

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

危
機
管
理

久
野
　
達
也

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、国
・

県
・
市
町
村
が
、そ
れ
ぞ
れ
を
補
完
す

る
対
策
が
実
施
さ
れ
、市
町
村
の
対
応

で
は
地
域
性
が
現
れ
て
い
る
。小
国
町

と
し
て
防
疫
・
生
活
支
援
・
経
済
活
性

化
な
ど
、町
の
対
応
策
に
つ
い
て
、今
後

の
部
分
も
含
め
ど
う
整
理
し
て
い
る

か
。

【
町
長
】コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、「
安

全
」「
確
実
」「
迅
速
」の
順
で
行
動
し
、

事
業
展
開
を
実
施
し
て
き
た
。ま
ず

感
染
防
止
・
拡
大
防
止
対
策
、次
に
給

付
・
救
済
対
策
、そ
し
て
振
興
対
策
、

加
え
て
第
２
波
以
降
の
準
備
策
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。関
係
機
関
と
も
連

携
を
取
り
、情
報
収
集
を
図
り
、対
策

実
施
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
教
訓
と
し
た

危
機
管
理
に
つ
い
て
。感
染
症
対
策
と

し
て
３
密
回
避
の
観
点
か
ら
災
害
時

の
避
難
所
運
営
や
避
難
形
態
に
も
変

化
が
生
じ
、分
散
避
難
と
い
っ
た
形
態

も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、現
状
と
そ
の

対
策
は
。

【
総
務
課
長
】こ
れ
ま
で
も
避
難
所
開

設
と
と
も
に
分
散
避
難
の
形
態
も
行

わ
れ
て
お
り
、避
難
者
掌
握
等
に
も
努

め
、一ヶ
所
に
密
に
な
ら
な
い
よ
う
考
え

て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
診
療
及
び
治
療
は

本
来
保
険
診
療
だ
が
、今
は
国
費
対
応

で
あ
る
。今
後
、保
険
診
療
に
な
り
得

る
と
考
え
た
と
き
、国
民
健
康
保
険
の

財
政
状
況
を
危
機
管
理
の
観
点
か
ら

も
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

【
福
祉
課
長
】今
後
、一
般
診
療
と
な
っ

た
場
合
、本
町
に
限
ら
ず
小
さ
い
自

治
体
で
、国
保
財
政
基
盤
が
弱
く
運

用
基
金
の
確
保
も
出
来
て
い
な
い
場

合
に
は
、国
保
財
政
に
与
え
る
影
響

は
か
な
り
大
き
い
と
思
う
。危
機
管
理

上
、保
険
財
政
に
お
い
て
も
緊
急
時
に

備
え
て
の
準
備
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。平
常
時
か
ら
中
長
期
的
視
野

で
緊
急
時
を
想
定
し
、国
保
財
政
基

盤
の
安
定
化
に
向
け
た
検
討
や
準
備

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。
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町政を問う【一般質問】

問
町
の
奨
学
金
制
度
の
申
し
込
み
状

況
と
、今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
か
を
問

う
。

【
教
委
事
務
局
長
】平
成
６
年
か
ら
17

年
ま
で
の
12
年
間
で
延
べ
90
人
、そ
の

後
の
15
年
間
で
延
べ
12
人
、24
年
以
降

は
２
人
。今
年
度
の
申
し
込
み
は
な
い

が
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
家
庭

環
境
に
変
化
が
あ
っ
た
家
庭
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、申
込
期
間
を
延

長
し
た
。

問
国
の
政
策
で
も
町
営
住
宅
の
保
証

人
制
度
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。奨

学
金
制
度
も
同
等
に
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

【
教
委
事
務
局
長
】い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、教
育
委
員
会
と
し
て
は

保
証
人
を
お
願
い
し
た
い
。

問
公
立
病
院
の
よ
う
な
奨
学
金
制
度

を
役
場
の
専
門
職
に
も
と
り
入
れ
た

ら
ど
う
か
。

【
町
長
】専
門
職
が
本
当
に
厳
し
い
。

様
々
な
手
段
を
講
じ
て
今
後
も
話
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
考
慮
し
て
い
く
。

問
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
問
う
。郵
便

局
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
連
携

に
よ
り
、高
齢
者
の
見
守
り
や
安
否
確

認
を
し
て
い
る
と
思
う
が
、買
い
物
支

援
を
商
工
会
、福
祉
課
、情
報
課
、商
店

街
な
ど
を
含
め
て
ぜ
ひ
と
も
早
く
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。

【
福
祉
課
長
】今
後
高
齢
化
率
の
上

昇
、高
齢
者
の
中
で
の
年
齢
構
成
が

更
に
高
く
な
っ
て
く
る
。調
査
の
方
か

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
松
本
】最
高
責
任
者
で
あ
る
町
長
は
、

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
！

奨
学
金
制
度
と
買
い
物
支
援

松
本
　
明
雄

穴
見
　
ま
ち
子

問
ま
ず
は
、感
染
症
対
策
に
携
わ
る
保

育
士
ほ
か
す
べ
て
の
職
員
、病
院
関
係

の
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝

し
た
い
。宮
原
保
育
園
に
行
っ
た
が
、か

な
り
狭
い
と
感
じ
た
。感
染
症
対
策
に

対
応
す
る
た
め
に
も
保
育
園
の
建
替

え
が
必
要
で
は
な
い
か
。平
成
27
年
か

ら
学
校
施
設
の
建
替
え
が
あ
り
、そ
の

後
は
保
育
園
と
思
っ
て
い
た
が
、熊
本

地
震
に
よ
る
開
発
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え

が
行
わ
れ
た
。町
長
は
、保
育
園
の
建

替
え
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

【
町
長
】宮
原
保
育
園
は
昭
和
61
年

に
建
設
さ
れ
、現
在
35
年
ほ
ど
経
過
。

当
時
は
３
歳
か
ら
の
保
育
が
中
心

だ
っ
た
が
、今
は
０
歳
か
ら
と
な
っ
て
い

る
。建
設
当
時
と
は
ニ
ー
ズ
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
。今
後

し
っ
か
り
と
財
源
を
確
保
し
、建
替
え

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
穴
見
】小
国
の
米
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
人
気
が
高
く
、町
外
か
ら

も
問
合
わ
せ
が
あ
る
。ま
た
、ヨ
ー
グ
ル

ト
も
人
気
だ
。ふ
る
さ
と
納
税
も
活
用

し
、町
と
農
協
と一緒
に
な
っ
て
有
害
鳥

獣
の
対
策
や
農
家
の
支
援
と
指
導
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問
林
間
広
場
の
管
理
に
つ
い
て
、小
国

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
と
聞
い

た
が
、そ
の
意
図
は
。

【
教
委
事
務
局
長
】現
在
、シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
草
刈
り
な
ど
お
願
い
し

て
い
る
。ま
た
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
の
利
用
者
の
方

に
お
願
い
し
て
い
る
。

問
梅
雨
時
期
に
入
り
、避
難
の
た
め
の

車
泊
も
増
え
る
と
思
う
。ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
も
災
害
の
時
で
も
安
心
感
の
あ
る

施
設
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

【
教
育
長
】定
期
的
な
チ
ェッ
ク
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

保
育
園
建
替
え
、農
家
支
援
、林
間
広
場

の
管
理
に
つい
て
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町政を問う【一般質問】

こ
の
よ
う
な
大
規
模
工
事
は
、私
の
記

憶
の
中
で
最
大
工
事
と
思
う
。こ
の
ま

ま
行
け
ば
来
年
度
で
工
事
完
成
と
思

う
が
、今
後
の
改
良
工
事
の
進
め
方
と

し
て
、１
路
線
集
中
型
で
行
う
の
か
。

【
町
長
】町
の
大
枠
と
し
て
社
会
資
本

整
備
交
付
金
と
過
疎
債
を
使
い
、最
小

の一
般
財
源
で
最
大
の
効
果
が
あ
る
よ

う
な
道
路
造
り
を
行
う
。一
般
財
源
を

見
極
め
、バ
ラ
バ
ラ
で
な
く
短
期
間
集

中
で
終
わ
ら
せ
る
の
も
ひ
と
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
今
回
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時
交
付
金

を
使
い
小
中
学
校
全
児
童
生
徒
へ
行
渡

る
台
数
を
購
入
決
定
し
た
が
、日
本
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
世
界
で
も
最
下
位

だ
。コ
ロ
ナ
感
染
後
、僅
か
５
％
程
度
し

か
普
及
し
て
い
な
い
の
が
統
計
上
出
て

い
る
。進
ま
な
い
の
は
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
な
い
の

が
理
由
だ
。わ
が
町
の
場
合
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
揃
え
る
。そ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ど
の
よ

う
に
利
用
し
活
用
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】昨
年
12
月
か
ら
教
育
委
員
会

に
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
臨
時
交
付
金

が
つ
い
た
の
で
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
拍
車
が
か
かっ
た
と
い
う
点
は
大

き
い
か
も
知
れ
な
い
。小
学
１
、２
、３

年
生
に
は
、ま
ず
慣
れ
て
も
ら
う
。４
、

５
、６
年
生
は
、勉
強
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
タ
ブ
レッ
ト
を
持
ち
帰
り
キ
ー

ボ
ー
ド
を
し
っ
か
り
使
え
る
よ
う
な
状

況
で
学
校
と
双
方
向
の
や
り
取
り
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
構
想
が
あ
る
。

問
現
在
町
道
は
げ
の
湯
線
道
路
改
良

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。一路
線
４
工
区

３
業
者
で
、７
０
０ｍ
の
改
良
工
事
だ
。

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
への
期
待

熊
谷
　
博
行

人
に
優
し
い
政
治
、
将
来
に

向
け
て

大
塚
　
英
博

問
高
齢
者
の
水
道
料
金
の
軽
減
制
度

に
つ
い
て
。集
合
賃
貸
住
宅
の
子
メ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
減
額
の
対
象
か
ら
外

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
課
長
】町
が
設
置
し
た
メ
ー

タ
ー
機
以
外
に
つ
い
て
は
、軽
減
の
対

象
外
で
あ
る
。検
査
を
受
け
た
町

の
設
置
メ
ー
タ
ー
で
な
い
と
い
け
な

い
。

問
町
営
住
宅
退
去
時
の
襖
や
畳
の

表
替
え
に
つ
い
て
伺
う
。他
町
村
に

は
、襖
に
つ
い
て
は
綺
麗
な
状
態
で

あ
れ
ば
、張
り
替
え
は
必
要
な
い
と

し
て
い
る
が
、小
国
町
に
お
い
て
は

ど
う
か
。

【
建
設
課
長
】退
去
時
は
新
し
く
張

り
替
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
以
前
か

ら
変
わ
ら
な
い
方
針
で
あ
る
。

【
大
塚
】国
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
対

す
る
経
済
対
策
支
援
は
、計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。国
は
自
治
体
に

対
し
て
も
、経
済
支
援
を
打
ち
出
し

て
く
る
と
考
え
る
。感
染
症
研
究
の

北
里
柴
三
郎
博
士
は
や
が
て
千
円

札
の
顔
に
も
な
る
が
、今
を
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
、小
国
公
立
病
院
の
建
て

替
え
を
考
え
て
は
ど
う
か
。こ
れ
程
条

件
の
整
っ
て
い
る
自
治
体
は
な
い
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。こ
れ
か
ら
先
、地

方
自
治
体
が
生
き
残
る一つ
の
糧
に
な

る
の
で
は
と
私
は
考
え
る
が
、こ
の
判

断
は
執
行
部
に
委
ね
る
。

小国公立病院

町道はげの湯線道路改良工事
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編 集 後 記
　

こ
の
度
の
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
小
国

町
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
範

囲
で
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
解
か
れ
「
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
！
」
と
い
う
矢
先
の
災

害
で
落
胆
の
色
は
隠
せ
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
前
を
向
き
町
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
ま
ず
は
早
期
の
復
興
に
向
け

て
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
！
」 

（
江
藤
）

議会を傍聴してみませんか

※�次の定例会は9月です。日程は広報おぐにや
おぐチャンでお知らせします。

意見交換会の開催

表紙について
　�　令和２年７月豪雨で被災した杖立。住民は「かならず温泉街を再建する」と決意し、各地から駆け付けた
ボランティアの力添えを得て復興に向けて立ち上がっています。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、町執
行部との意見交換会を行なった。

◆町執行部との意見交換会
　４月７日（火）におぐに町民センター３階議
場で、町長、教育長、総務課長、福祉課長、教
育委員会事務局長より新型コロナウイルス
感染拡大防止のための対策や観光農林業へ
の影響等について報告があり、意見交換を
行なった。（全員）
＜主な内容＞
・�新型コロナウイルス感染症拡大対策本部設
置について
・小国小中学校の休校中の対応について
・小国公立病院の状況について
・町指定管理者施設の休業について
・観光業、農林業への影響について

◆町長との意見交換会
　４月30日（木）におぐに町民センター３階
議場で、町長より新型コロナウイルス感染症
対策について各課における対応の説明があ
り、意見交換を行なった。（全員）
＜主な内容＞
情報課：�事業継続支援給付金、家賃支援給

付金、商工活性化事業補助金、休業
支援給付金について

建設課：町営住宅の家賃減額について
住民課：�特別定額給付金支給のスケジュール

について
福祉課：�子育て世帯への臨時特別給付金、国

保傷病手当金、社会福祉協議会窓
口分の生活支援制度について

教育委員会事務局：�小国町就学援助、小国
町奨学金貸与について

【
発
行
責
任
者
】

議　
　

長　

松
﨑　

俊
一

【
広
報
委
員
会
】

委  

員  

長　

西
田　

直
美

副
委
員
長　

江
藤
理
一
郎

委　
　

員　

久
野　

達
也

委　
　

員　

児
玉　

智
博

議会に来てあなた自身でご覧ください！

　北里　りえ子 さん�
　（６月１６日傍聴　第３回定例会）

　議員の質問と行政の答弁を聞くことで町
に何が起こっているのか知ることが出来ま
した。町民の声が議会を通して行政に届く
小国町になってほしいと思います。

傍聴に行く
のは勇気が
いりました。

議員は議会でどんな発言をしているの？
どんなまちづくりを考えているの？

発
行
／
小
国
町
議
会

編
集
／
広
報
特
別
委
員
会

〒
869-2592　

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
宮
原
1567-1

TEL.0967-46-2119


